
予防接種ワクチンと一般的な接種間隔

ワクチン
の種類

接種スケジュール ０週 1週間 2週間 3週間 4週間 5週間 6週間 7週間 8週間 ～6か月～～12か月～～18か月～ 有効期間

初回 追加

初回 2回目 追加

初回 追加

初回 追加

初回：2～4週の間隔で2回接種
追加：初回接種後24週を経過した後
対象者：1歳以上

4週の間隔で2回
更に20～24週を経過した後に1回接種
対象者：2ヶ月以上

初回2回
追加1回

初回2回
追加1回

3回

不活化

日本脳炎

不活化
2回目

破傷風

4年間

※日本脳炎ワクチンは1954年(昭和29年)から導入された

※破傷風ワクチンは1968年（昭和43年）から始まった3種混合ワクチンに含まれている。12歳で2種混合ワクチンを受け
ていれば，20代前半位までは免疫がありので，接種は不要。それを過ぎたら，1回の追加接種で10年間は有効な免疫
が付く

初回：1～4週の間隔で2回接種
追加：初回免疫後概ね1年を経過した後
大人は通常1回

不活化

5～10年

10年以上

10年間

2回目

2回目

A型肝炎

B型肝炎

不活化

初回：3～8週の間隔で2回接種
追加：初回免疫後6か月以降
（標準として12～18か月）接種

初回2回
追加1回

初回 2回目 3回目

初回 2回目

※違う種類のワクチンを接種する場合，不活化ワクチンは6日以上，生ワクチンは27日以上あけましょう。

＜例＞ 　　6日以上あける 　　27日以上あける

狂犬病
不活化

4週の間隔で2回
更に20～24週を経過した後に1回接種
対象者：2ヶ月以上

３年以上

3回

追加

基礎免疫
有１回
無3回

（不活化ワクチン） （不活化ワクチン）（生ワクチン）

ポリオ

※基礎免疫【生（経口）ワクチン2回，不活化ワクチン4回】不活化 10年以上4週以上の間隔で3回接種

※ポリオ生ワクチンは1961年(昭和36年)から導入された。（昭和50年～52年生まれの方：ポリオ抗体を持つ割合低い）


